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既
婚
女
性

の
就
業
と
世
帯
収
入
格
差
の
趨
勢

ー

専
業
主
婦
の
経
済
的
役
割
の
変
化
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
分
化
1

!

村
上

あ
か
ね

厂

〈要

旨
〉

バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
不

況
が
続
き
、
経
済
格
差
が
増
大
し
て

い
る
。

本
稿
は
、

既
婚
女
性

の
就

業
が
世
帯

の
経

済
的
地
位

に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
解
明
す

る

た

め
夫
婦
類
型

を
作
成

し
、
既
婚
女
性

の
就
業
と
世
帯
収

入
格
差
と

の
趨

勢
を

検
討
し

た

。
分
析

に
は

一
九

八
五

・
九
五
年

「社

会
階
層
と
社
会
移

動
全
国
調
査
」

デ
ー
タ
を

用

い
た
。

'

主

な
知

見
は
三
点
で
あ
る
。
(
一
)ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
夫
を
持

つ
妻
を

中
心
に
家
庭
外

就
労

が
進

み
、
夫
婦

の
収
入
お

よ
び

職
業

的
地
位
の
関
連
が
強
ま

っ
て
い
る
。

(二
)
妻

の
就
業

の
有
無

に
よ
る
、
・
職
業
内

で
の
世
帯
収

入
格

差
は
三
〇
代
に
お

い
て
大
き

い
が
、

四
十
代

に
お

い
て
も
増
大
し

つ

つ
あ

る
。
(三
)こ

の
十
年
間
、
夫
が
専
門

・
管
理
職
で
あ

る
世
帯

が
高

い
経
済

的
地
位
を

保

つ

一
方

、
中
高
年
層

に
お
け
る
事
務

・
販
売

職
世
帯

、
の
相
対
的
な
地
位

の
低
下
が
顕
著

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の
結
果
は

、
日
本

で
も

ア

メ
リ
カ
同
様

、
妻

・
夫
役
割

が
相
補

的
な
も

の
か

ら
代
替
的

な
も

の

へ
と
変
化

し

つ
つ
あ
る

こ
と
を

示
唆
す

る
。

し
た
が

っ
て
、
既
婚
女

性

の
就
業

が
増
加
す

れ
ば
、
世
帯

間

の
収
入
格
差

が
増
大
し
う

る
。
ま
た
、
事
務

・
販

売

層

の
地
位

の
低
下

は
、

ホ
ワ
イ

ト
カ

ラ
ー
内
部

の
分

化
と

同
時

に
、
十

年
前

の
事

務

・
販
売
層
と
比

べ
て
の
低

下
を
も
意
味
す

る
。
し
た
が

っ
て
、
階
層
再
生

産
や
不
公

平
感
な
ど
人

々
の
心
理

に
影
響
す
る
だ
ろ
う
。

既
婚
女

性

の
経
済
的
役
割

の
変
化

と
ホ

ワ
イ
ト

カ
ラ
ー

の
分
化

は
、
情
報
化

の
進

展

に
よ
る
産

業
構
造

の
変
化
、

不
況
や
離
婚
な
ど
社
会

に
お
け

る
リ

ス
ク

の
増
大

な
ど
日

本
社
会

の
大
き

な
構
造
変
動
と
と
も

に
進
行
し

て
い
る
と
い
え
よ
う

。

キ
ー

ワ
ー
ド

収
入
格
差
、
既
婚
女
性
の
就
業
、
、
夫
婦
類
型
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
分
化
、

オ

ッ
ズ
比
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1

問
題
の
所
在

明
治
期
の
女
工
の
時
代
か
ら
戦
後
、
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
期
を

へ
て
現
在

に
い
た
る
ま
で
、
日
本
の
女
子
労
働
は
大
き
く
変
化
し
た
。

戦
後
は
農
林
業
の
家
族
従
業
者

や
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
が
多
数
を
し
め
て
い
た

が
、
肝
本
が
曲豆
か
に
な
る
に
つ
れ
、
未
婚
の
女
性
を
中
心
に
被
雇
用
の
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
i
層
の
比
率
が
高
ま
り
、
結
婚
後
は
専
業
主
婦
に
な
る
と
い
う
生
き
方

が
ひ
ろ
ま
う
た

(落
合
恵
美
子

一
九
九
七
"
原
純
輔

・
盛
山
和
夫

一
九
九
九
ほ

か
)
。
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
技
術
革
新
と
第
三
次
産
業
化
が
進
み
、
ま
た
八

○
年
代
後
半
に
は
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
女
子
労
働
に
は
量
的

拡
大
と
と
も

に
、
職
域
の
拡
大

・
就
業
形
態
の
多
様
化

・
勤
続
年
数
の
長
期

化

・
昇
進

の
増
加
な
ど
質
韵
な
変
化
も
生
℃
て
い
る

(藤
井
治
枝

一
九
九
五
"

三
谷
直
紀

一
九
九
六
ほ
か
)。

国
勢
調
査

(総
務
庁
統
計
局
)

に
よ
れ
ば
、
女
性
の
労
働
力
人
口
は

一
九
五

〇
年

の

一
四

一
七
万
人
か
ら

一
九
九
五
年
に
は
二
六
六
二
万
人
ま
で
着
実
に
増

加
し
て
い
る
。
総
労
働
力
人
口
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は
三
九

・
七
%
で
あ
る
。

さ
ら
に
夫
婦
世
帯
の
妻
と
夫
の
就
業

状
態

の
推
移
を
み
る
と
、
-専
業
主
婦
世
帯

の
比
率
は

「
九
入
○
年

の
四
七

・
二
%
か
ら
、
入
五
年
の
四
三

・
匹
%
、
九
〇

年
の
四
〇

・
八
%
、
九
五
年
の
三
九

・
六
%
と
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
。
人
口

構
造
が
変
化
す
る
な
か
、
女
性
の
労
働
は
日
本
経
済
に
お
け
ゐ
重
要
性
を
ま
す

ま
す
高
め
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

戦
後
の
日
本
社
会
は
、
い
く
た
び
か
の
不
況
と
好
況
を
経
験
し
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
不
況
が
つ
づ
い
て
い
る
。
総
務
省

の

「労
働
力
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇

一
年
九
月
の
完
全
失
業
率
は
五

・
三
%
、
完
全
失
業
者
数
は
三
五
七
万

人
と

い
ず
れ
も
過
去
最
高
の
数
値
で
あ
る
。
現
在
で
は

「失
わ
れ
た

一
〇
年
」

を
ふ
り
か
え
り
、
社
会
経
済
的
格
差
を
対
象
と
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

.
社
会
経
済
的
格
差
の
研
究
は
、
社
会
科
学
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、

収
入
や
資
産
を
対
象
と
し
た
研
究

(近
年
の
国
内
の
研
究
で
は
石
川
経
夫

.一
九

九

二

橘
木
俊
詔

一
九
九
八
…
大
竹
文
雄

二
〇
〇
〇
"
鹿
又
伸
夫

二
〇
〇

一
ほ

か
)
や
教
育
機
会

・
職
業
機
会
を
対
象
と
し
た
研
究

(近
年

の
国
内

の
研
究
で

は
佐
藤
俊
樹
「二
〇
〇
〇
な
ど
)
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
と
多
数
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
と
く
に
収
入
や
資
産
な
ど
経
済
格
差
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
が
、

用
い
る
デ
ー
タ

・
指
標

・
測
定
方
法
に
よ
り
、
論
者
が
も
つ
格
差
の
認
識
は
異

な
る

(『
日
本
労
働
経
済
雑
誌
』
二
〇
〇
〇
年
七
月
号
な
ど
を
参
照
)
。
こ
こ
で

は
厚
生
省
の

「所
得
再
分
配
調
査
」
か
ら
ジ
ニ
係
数

の
時
系
列
的
変
化
を
確
認

す
る
ど
、
当
初
所
得
で
は
○

・
三
九
七
五
、
○

・
四
〇
四
九
、
○

・
四
三
三
四
、

O

.
四
三
九
四
、
○

・
四
四

=

}、
再
分
配
所
得
で
は
○

・
三
四
二
六
、
○

・

三
三
入
二
、
○

・
三
⊥ハ
四
三
、
Q

・
三
六
四
五
、
〇

二
二
六
〇
六
ど
な

っ
て
い

る

(そ
れ
ぞ
れ

一
九
八
四
年
、
八
七
年
、
九
〇
年
、
九
三
年
、
九
六
年
の
値
)
。

つ
ま
り
当
初
所
得
で
は
」一
貫
し
て
格
差
が
増
大
し
て
い
る
。
再
分
配
所
得
の
格

差
は
八
○
年
代
に
く
ら
べ
九
〇
年
代
で
は
大
き
い
も
の
の
、
緩
や
か
に
変
動
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
所
得
格
差
拡
大

の
要
因
と
し
て
は
、
高
齢
化

・
単
身
世
帯
の
増

加
、
既
婚
女
性
の
働
き
方
の
変
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
で
い
る

(大
竹

二
〇
〇
〇
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ほ
か
)
。
と
く
に
既
婚
女
性
の
就
業

の
増
加
と
そ
れ
に
と
も
な
う
夫
婦
の
収
入
の

関
連

の
強
き
が
、
議
論
の
ひ
と

つ
の
焦
点
で
あ
る
。
た
ど
え
ば
松
浦
克
巳

・
滋

野
由
紀
子

(
一
九
九
六
)
は
入
六
～
八
九
年
の

「家
計
調
査
」
デ
ー
タ
に
た
い

し
ジ

ニ
係
数

の
要
因
分
解
を
お
こ
な

っ
た
結
果
、
妻
等

の
就
業
の
有
無
、
お
よ

び
そ
れ
が

フ
ル
タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ
イ
ム
か
と
い
っ
た
就
業
形
態
の
違
い
が
重

要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
大
竹
は
、
年
収
が
七
〇
〇
万
円
以
上
の
高
所

得
男
性
の
妻
で
、
収
入
が
五
〇
〇
万
円
以
上
で
あ
る
者
の
比
率
が

一
九
八
七
年

の
約
四
%
か
ら

一
九
九
七
年
に
は
約

八
%
に
増
加
し
た
こ
ど
に
着
目
す
る
コ
た

だ
し
、
こ
の
大
竹
の
主
張
に
た

い
し
盛
山

(二
〇
〇

一
)
は

「…

(大
竹
)
氏

の
表
現
で
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
…
S

S
M
調
査
で
み
る
と
、
…
八
%
、
四
%
と

い
う

の
は
、
全
体
の
中
で
は
約
二
%
と

一
%
で
し
か
な
い
」
と
、
高
所
得
夫
婦

の
影
響
に
は
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
橘
木

(
一
九
九
八
二

一
二
)

も

「所
得
が
増
え
て
も
必
要
経
費
も
同
時
に
増
え
る
こ
と
が
あ
り
、
期
待
さ
れ

る
ほ
ど
豊
か
に
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
」
と
述
べ
る
。

日
本
に
お
け
る
既
婚
女
性
の
就
業
と
所
得
格
差
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
は

は
じ
ま

つ
.た
ば
か
り
と

い
え
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
今
後
の
格
差

研
究
に
お
い
て
、
女
性
の
貢
献
す
な
わ
ち
女
性
内
格
差
と

い
う
視
点

(今
田
幸

子

一
九
九
〇
)
が
、
従
来
主
流
で
あ

っ
た
男
性
内
格
差
や
男
女
附
格
差
に
く
わ

え

て
重
要
に
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

本
稿
は
、
女
性
の
経
済
的
役
割
と
経
済
的
格
差
と
の
関
連
を
、
八
○
年
代
お

よ
び
九
〇
年
代
の
二
時
点
を
対
象
に
、
よ
り
ひ
ろ
い
文
脈
に
お
い
て
捉
え
な
お

す
試
み
で
あ
る
。
既
婚
女
性
の
働
き
方
が
変
化
し
た
結
果
、
夫
婦

の
社
会
経
済

的
地
位

の
関
連
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
関
連

が
変
化
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
世
帯
収
入
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
レ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
凸
す
べ
て
の
職
業
、
す
べ
て
の
年
齢
層
に

一
律
に
生
じ
た
の
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
.既
婚
女
性
の
就
業

の
効
果
に
注
目
す

る
た
め
一、
ま
ず
夫
婦

の
社
会
経
済
的
地
位
の
関
連
と
そ
の
変
化
に
注
目
す
る
。

つ
い
で
妻
と
夫
の
職
業
的
地
位
を
組
み
合
わ
せ
た
夫
婦
類
型
を
作
成
し
、
類
型

間
の
世
帯
収
入
を
比
較
す
る
。

本
稿
の
構
成
で
あ
る
が
、
2
節
で
は
本
稿
で
用

い
る
分
析
枠
組
す
な
わ
ち
夫

婦
類
型
と
、
そ
の
位
置
づ
け
を
述
べ
る
。
3
節
で
は
分
析
に
用
い
る
デ
ー
タ
の

概
要
と
対
象
者
の
基
本
属
性
、
さ
ら
に
夫
婦
類
型

の
作
成
基
準
を
示
す
。
分
析

は
4
節
に
示
す
。
4

・
1
節

で
は
、
本
稿
で
用
い
る
デ
ー
ダ
か
ら
世
帯
収
入
格

差
の
趨
勢
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
収
入
格
差
に
対
す
る
女
性
の
貢
献
を
明
ら
か

に
す
る
。
4
、.
2
節
で
は
、
収
入
格
差
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
夫
婦
の
収
入

や
職
葉
的
地
位
の
関
連

の
変
化
に
つ
炉
て
述
べ
た
仮
説
を
相
関
係
数
や
オ
ッ
ズ

比
に
よ

っ
て
検
証
す
る
。
4

・
3
節
で
は
、
年
齢
層
別

・
夫
婦
類
型
別
に
世
帯

収
入
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
各
類
型
の
相
村
的
な
位
置
の
変
化
を
探
索
的
に
明

ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
、
社
会
経
済
的
格
差
と
既
婚
女

性
の
経
済
的
役
割
に
つ
い
て
5
節
で
考
察
す
る
。

-

2

分
析
枠
組
み
と
そ
の
位
置
づ
け

本
稿
に
お
い
て
は
、
家
族
を
経
済
単
位
と
み
な
し
、
夫
婦
の
社
会
経
済
的
地

位
を
組
み
合
わ
せ
た
分
類
を
採
用
す
る
。
そ
し
て
類
型
ご
と
に
世
帯
収
入
を
比

既婚女性の就業と世帯収入格差の趨勢141
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較
す
る
こ
と
に
ま

っ
て
、
既
婚
女
性
の
経
済
的
役
割
す
な
わ
ち
夊
性
の
就
業
が

世
帯
収
入
に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
本
稿

の
目
的

に
沿
う
ひ
と

つ
の
方
法
で
あ
る
(、す

こ
の
手
法
は
、
V

・
K

・
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が
採
用
し
た
方
法
で
も
あ
る
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
は
、
夫
が
同
じ
職
業
に
従
事
す
る
他
の
家
族
の
み
な
ら
ず
、

夫
が
他
の
職
業
に
従
事
す
る
家
族
も
ま
た
比
較
の
対
象

(準
拠
集
団
)
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
二
つ
の
比
較
か
ら
生
じ
る
相
対
的
剥
奪
感
が
、
妻

の
就
業
を
う
な
が

す
圧
力
に
な
る
と
仮
定
す
る
(○
曾

Φ
9
Φ
§
興

一㊤
刈
N

一〇
。。
N)。
そ
し
て
、

一
九

⊥
ハ
○

.
七
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
国
勢

調
査

の
デ
ー
タ
を
用
い
、
妻
は
従
業
上
の
地

位
、
夫
は
職
業
を
基
準
と
す
る
夫
婦
類
型
を
作
成
し
、
類
型
ご
と
に
妻

・
夫

・

世
帯
の
収
入
メ
デ
ィ
ア
ン
を
比
較

し
た
。
そ
の
結
果
、
夫
の
職
業
が
同
じ
で
あ

る
グ
ル
ー
プ
の
内
部
で
く
ら
べ
る
上

(職
業
内
比
較
)
、
妻
が
有
職
で
あ
る
世
帯

は
妻
が
無
職
で
あ
る
世
帯
に
く
ら

べ
て
夫
の
収
入
は
低
い
が
、
妻
の
収
入
が
夫

の
収
入
を
補
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
妻
有
職
世
帯
の
世
帯
収
入
は
妻
無
職
世
帯
の

世
帯
収
入
を
上
回
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
夫
の
職
業
が
異
な
る
グ

ル
ー
プ
の
問
で
世
帯
収
入
を
比
較
し

(職
業
間
比
較
)、
妻
が
就
業
し
て
い
る
世

帯
は
、
夫
の
職
業
レ
ベ
ル
が

一
つ
上
で
妻
が
無
職
で
あ
る
世
帯
の
収
入
を
上
回

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
職
業
的
上
昇
移
動
に
相
当
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

筆
者

(二
〇
〇

一
)
が
九
五
年

の
日
本
を
対
象
に
同
様
の
分
析
を
お
こ
な

っ

・た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
仮
説
が
支
持
さ
れ
る
結
果
と

な

っ
た
。
さ
ら
に
、
(
一
萋

の
就
業

に
よ
り
世
帯
収
入
は
増
加
す
る
が
、
夫
が
専

門

.
管
理
職
で
あ
る
か
い
な
か
に
よ
る

「障
壁
」
が
存
在
す
る
こ
と
、
(二
)有
職

者
に
限
定
し
て
も
夫
に
た
い
す
る
妻
の
収
入
比
は
二
～
三
割
と
少
な
い
こ
と
、

(三
)夫
が
三
〇
代
の
専
門

・
管
理
職
で
あ
る
場
合
、
均
等
法
世
代
に
あ
た
る
有
職

の
妻
の
収
入
は
夫
の
五
割
を
占
め
る
ほ
ど
多
く
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
を
見
出

し
た
。

本
稿
の
分
析
は
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
の
枠
組
み
の
う
ち
、
夫
婦
類
型
に
も

と
つ
い
て
妻
の
就
業
が
世
帯
収
入
に
及
ぼ
す
影
響
を
み
る
点
に
依
拠
す
る
〔2
)。

こ
れ
は
九
五
年
に
つ
い
て
の
分
析
と
同
様
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
議

論
を
よ
め
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
お
も
に
世
帯
収
入
を
対
象
と
し
、
女
性
の
就

業
さ
ら
に
夫
婦
の
社
会
経
済
的
特
性
と
の
関
連
を
重
視
し
て
検
証
す
る
。

3

分
析
に
用

い
る
デ
ー
タ
と
対
象
者
の
基
本
属
性

3

・
1

分
析
に
屠

い
る
デ
ー
タ

分
析
に
は
、

一
九
八
五
年
お
よ
び

一
九
九
五
年
に
実
施
さ
れ
た

「社
会
階
層

㍗.

と
社
会
移
動
全
国
調
査
」

(S
S
M
調
査
)
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
こ
の
調
査
は

一
九
五
五
年
以
来
実
施
さ
れ
て
い
る
、
代
表
性
を
そ
な
え
た
全
国
規
模
の
縦
断

的
調
査
で
あ
る
(、δ
た
だ
し
、
女
性
が
調
査
対
象
と
な

っ
た
の
は

一
九
八
五
年

の
第
四
回
調
査
か
ら
で
あ
る
た
め
、
八
五
年
以
前
の
調
査
と
の
比
較
は
で
き
な

い
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
い
て
二
時
点
の
み
を
比
較
す
る
理
由
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
調
査
も
二
〇
ゾ
六
九
歳
の
男
女
を
対
象
と
し
、
「層
化
二
段
確
率
比

例
抽
出
法
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
数
は
八
五
年
が

六
;

二
、一
人

(男
性
四
〇
六
〇
人
、
女
性
二

一
七

一
人
)、
九
五
年
は
九
七
三
九

人

(男
性
四
八
六
九
人
、
女
性
四
入
七
〇
人
)
で
あ
る
。
有
効
回
収
数

・
有
効

回
収
率
は
八
五
年
が
三
九
四
七

(六
三

・
三
%
)
、
九
五
年
が
六
五
七

一

(六
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●

七

、・
五

%
)
・で
あ

る

。

有

効

サ

ン
プ

ル

の
基

本

属

性

を

確

認

す

る
と

、

八

五

年

で
は

男
性

二

四
七

三

人

(
六

二

・
七

%

)
、

女

性

「
四

七

四
人

.(三

七

・
三

%
)
、
平

均

年

齢

は

四

三

・
六
歳

(標

準

偏

差

一
二

・
六

)

で
あ

る
。

婚

姻

上

の
地

位

は

未
婚

六

〇

三

人

(
皿
五

二

二
%

)
、

既

婚

三

一
五

六

人

(
入

○

・
○

%

)
、

死

別

=

六

人

(
二

・
九

%
)
、

離

別

七

二
人

(
一

・
八

%
)

で
あ

る

。

一
方

、

九

五
年

で

は
男

性

三

〇

五

六

人

(四

六

・
五
%

)
、
女

性

三

五

一
五

人

(
五

三

・
五

%
)
、
平

均

年

齢

四
六

・
四

歳

(標

準
偏

差

=

二

・
四

)
。
婚

姻
上

の
地

位

は
未

婚

九

四

七
人

(
一・四

・
四

%
)
、

既
婚

五

二

四
六

人

(七
九

・・
八

%

)
、

死

別

二

二

四
人

(
三

・

四

%

)
、

離

別

一
四
九

人

(
二

二

二
%
)
、

無

回

答

五

人

(
○

・

一
%
)

で
あ

る

〔4
ご3

・
2

対
象
者

の
基
本
属
性

本
稿
で
は
、
調
査
時
に
お
い
て
夫
が
六
〇
歳
未
満
で
あ
り
、
か
つ
有
職
で
あ

る
有
配
偶
者
を
対
象
と
す
る
。
調
査
対
象
者
が
女
性
の
場
合
に
は
、
本
人
の
職

業
を
妻
の
職
業
、
配
偶
者
の
職
業
を
夫
の
職
業
と
し
、
対
象
者
が
男
性
の
場
合

に
は
逆
の
操
作
を
お
こ
な

っ
た
。
そ

の
結
果
、
八
五
年
で
は
二
五
二
四
組
、
九

.五
年
で
は
三
三
四
六
組
の
夫
婦
が
対
象
と
な

っ
た
。
夫
婦
の
職
業
は
4

・
3
節

に
示
す
。

3

・
3

夫
婦
類
型

の
作
成

夫
婦
類
型
は
、
妻
は
従
業
上
の
地
位
、
夫
は
職
業
の
内
容
を
基
準
と
し
て
作

成
し
た
。
妻
の
従
業
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

(経
営
者

・
役
員
、

常
雇

一
般
従
業
者
)
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

(臨
時
雇
用

・
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
社
員
、
内
職
y
、
自
営

・
家
族
従
業
者

(自
営
業
主

・・
自
由
業
者
、
家
族
従

業
者
)
、
無
職
の
四
分
類
を
用
い
る
◎
夫
の
職
業
は
S
S
M
職
業
大
分
類

(八
分

類
)
(.。ぞ
あ
る
専
門
、
管
理
、
事
務
、
販
売
、
熟
練
、・
半
熟
練
、
非
熟
練
、
農

林
漁
業
を
ま
と
め
て
、
専
門

・
管
理
、
事
務

・
販
売
、
熟
練

・
半
熟
練

・
非
熟

練
、
農
林
漁
業
の
四
つ
に
分
類
す
る

(適
宜
、
熟
練
職
、
農
林
と
省
略
す
る
)
。

こ
の
手
続
き
に
よ
っ
て

↓
六
の
夫
婦
類
型
を
作
成
し
た
(、す

4

分
析

.
こ
の
節
で
は
、
ま
ず
分
析
の
対
象
で
あ
る
世
帯
収
入
格
差
と
そ
れ
を
構
成
す

る
妻

・
夫
の
収
入
格
差
の
変
動
を
確
認
し
、
つ
い
で
、
世
帯
収
入
格
差
と
の
関

連

が
指
摘
さ
れ
る
妻
と
夫
の
収
入
の
関
連
を
確
認
す
る

(4

・
1
節
)。
つ
づ
く

4

・
2
節
で
は
、
夫
婦
の
職
業
的
地
位

の
関
連
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か

仮
説
を
検
証
す
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
4
1
・
3
節
で
は
夫
婦
類
型
ご

と
に
世
帯
収
入
を
比
較
す
る
。

4

・
4

世
帯
収
入
格
差
の
趨
勢

こ
こ
で
は
対
象
を
六
〇
歳
未
満
の
有
配
偶
者
に
限
定
し
、
S
S
M
調
査
デ
ー

タ
か
ら
格
差
の
趨
勢
を
確
認
す
る
。
格
差
の
指
標
に
は
変
動
係
数
,̂
)を
凧
い
る
。

ま
ず
、
世
帯
が
妻
と
夫
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
仮
定
し
、
・世
帯
収
入
を
H臣
、
妻

の
収
入
を
H≦、
夫
の
収
入
を
卸
と
お
く
と
、
H塁
洞
7
+
副
で
あ
る
の
で
、
世
帯
収

入
の
分
散
は
次
の
式
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
な
お
、
妻
の
収
入
格
差
、
夫
の
収
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入
格
差
、
夫
婦
の
収
入
の
関
連
は
、
そ
れ
ぞ
れ

(1
)
式
右
辺
の
第
1
項
、
第

2
項
、
第
3
項
に
対
応
す
る
。

q
悼
(H臣
)
ー

q
帖
(こ

+
・q
N
(H寓)
+
b。
8
<
.(H薯
Hエ)

…

(一)

入
五
年
ど
九
五
年
に
つ
い
て
、
世
帯
収
入
の
変
動
係
数
を
も
と
め
る
と
、
八

五
年
の
O

・
五
〇
に
た

い
し
九
五
年
で
は
○

・.五
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
格
差

は
拡
大
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

で
は
↓
こ
の
格
差
の
拡
大
は
、
妻
の
収
入
格
差

(女
性
内
格
差
)
に
よ

っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
夫

の
収
入
格
差

(男
性
内
格
差
)
に
よ
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
夫
婦

の
収
入
の
関
連
が

強
く
な

っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

・
二
時
点
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
の
値
が
高
ま

っ
た
、
あ
る
い
は
高
ま

ら
な
か

っ
た

.(同
じ
値
で
あ
る
、
低
下
し
た
)
と

い
う
一.一つ
の
パ
タ
ー
ン
を
と

る
と
す
る
な
ら
ば
、
三

つ
の
要
素
が
世
帯
収
入
格
差
に
影
響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を

つ
ぎ

の
よ
う
に
想
定

で
き
る
。
論
理
的
に
考
え
ら
れ
る
八
つ
の
仮
説
す
べ
て

を
提
示
す
る
の
は
冗
長
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
い
く

つ
か
の
仮
説
を
ま
と
め

て
、
四
つ
の
仮
説
を
示
す
。

仮
説
1
1

1

八
五
年
に
く
ら

べ
九
五
年
で
は
、
妻

の
収
入
の
格
差
(
夫
の

収
入
の
格
差
、
夫
婦
の
収
入

の
関
連
が
す
べ
て
増
大
し
た
。

仮
説
1
1
2

八
五
年
に
く
ら
べ
九
五
年
で
は
、
三
つ
の
要
素
の
う
ち
、
ど

れ
か

一
つ
の
要
素
の
み
の
値

が
増
大
し
た
。

仮
説
1
-
3

八
五
年
に
く
ら
べ
九
五
年
で
は
、
三
つ
の
要
素
の
う
ち
、
ど

れ
か
二
つ
の
要
素
の
値
が
増
大
し
た
。

仮
説
1
1

4

八
五
年
に
く
ら

べ
九
五
年
で
は
、
三
つ
の
要
素
す
べ
て
の
値

、

が
減
少
し
た
。

世
帯
収
入
格
差
は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
現
実

に
は
仮
説
1
-
4
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、
仮
説
1
1

1
か
ら
l
1
3
の
ど
れ
か
が
適
合
す
る
だ
ろ
う
。

妻

.
夫
の
収
入
の
変
動
係
数
お
よ
び
相
関
係
数

を
も
と
め
た
結
果
が
表
1
で
あ
る

(な
お
、
第
3

項
の
共
分
散
は
相
関
係
数
で
代
替
し
た
)
。

妻
収
入
の
変
動
係
数
は
八
五
年
の

一
・
四
四
か

ら
九
五
年
に
は
」

・
四
五
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
夫
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
入
五
年
の
○

・

五
六
か
ら
九
五
年
の
○

・
五
三
へ
と
低
下
し
て
い

る
。
ま
た
、
夫
婦
の
収
入
の
相
関
は
、
八
五
年
の

O

・
〇

一

(非
有
意
)
か
ら
、
九
五
年
の
○

・
一

表1世 帯収入、妻収入、夫収入の変動係数の比較

95年85年

.52

1.45

.53

.11***

50

1.44

.56

.01n.s

世帯収入
F妻収入

夫収入
夫婦の収入の相関係数

注:85年 はn=2148、95年 はn=2782。

95年 の相 関係 数 は0.1%水 準 で有 意

 

　

(
○

・

一
%
水

準

で
有

意

)

と

な

り

、

関

連

が

強

ま

っ
て

い
る

。

つ
ま

り

、

仮

説

1
-

3
が
適

合

す

る
。

こ
の
分
析
に
は
無
職
の
女
性
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
女
性

の
ほ
う
が
男
性

よ
り
変
動
係
数
が
高
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
似
だ
が
、
女
性
内
の
収
入
格
差
が

わ
ず
か
な
が
ら
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
九
五
年
に
お

け
る
夫
婦
の
収
入
の
相
関
係
数
は
〇

二

と
小
さ
い
も
の
の
、
有
意
と
な

っ
た

こ
と
も
収
入
格
差
に
と

っ
・て
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
だ
ろ
う
。

夫
婦
の
収
入
の
関
連
が
強
く
畭

っ
た
背
景
に
は
、
夫
婦

の
職
業
的
地
位

の
関

連
も
変
化
し
た
と
予
想
で
ぎ
る
。
そ
こ
で
4

・
2
節
で
は
、
夫
婦
の
職
業
的
地

位
の
関
連
が
二
時
点
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
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厂

4

・
2

夫
婦

の
職
業

的

地
位
の
関
連
と
そ
の
変
化

表
2
に
、
八
五
年
と
九
五

年
に
お
け
る
夫
婦
類
型
の
分

布
、
す
な
わ
ち
夫
婦
の
職
業

的
地
位

の
関
連
を
示
し
た
。

こ
の
節
で
は
4

・
1
節
の
結

果
に
も
と
つ

い
て
作
成
し

た
、
夫
婦
の
地
位

の
関
連
に

つ
い
て
の
仮
説
を
オ
ッ
ズ
比

か
ら
検
証
す
る
。

職
業
分
布
の
変
化

周
辺

分
布
を
夫
の
職
業
か
ら
見
る

と
、
専
門

・
管
理
職
に
従
事

し
て
い
る
者
の
比
率
が
八
五

年
で
は
二
三

・
○
%
、
九
五

年

で
は
二
九

・
三

%
で
あ

り
、
五
%
近
く
増
加
し
て
い

る
。
二
時
点
と
も
に
事
務

・

販
売
は
三
〇

・
○
%
弱
、
熟

練
な
ど
が
四
〇
%
前
後
で
あ

る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
少

し
て
い
る
。
対
象
者
を
六
〇

表2夫 の職業および妻の従業上の地位の関連

妻の従業上の地位

自営 ・家族従業者 合計パ ー トタ イ ムフ ル タ イ ム無 職

23.0%

29.3%

29.1%

28.0%

41.3%

38.9%

、6.6%

3.6%

.10 一
。11

.09

.24 一
.08

.22

.19
.14

.22

1.49
∴361

.05

9.0%

8.3%

19.0%

17。9%

16.0%

16.6%

59.9%

51.2%

.41

.41

.06

.16

.20

.30
..18

.27

.32

.34

.06

.07

16.9%

23.2%

15.1%

21.5%

24.5%

25.5%

6.0%

6.6%

.22

.22

.17

.24

19.8%.25

23.4%.31

16.9%.20

20.0%.25

20.7%.26

23.5%。31

15.0%.18

19.0%.23

一
.37

一
.34

1.19

.82

.96

.68

.63 一
.17

.53

.24
.22

.30

54.3%

45.1%

49.0%

40.5%

38.8%

34.4%

192%

23。1%

専門 ・管理

事務 ・販売

熟練など

夫
の
職
業

農林

100.0%
18.2%

15.8%

18.8%

23,0%

19.0%

23.3%

44.0%
.合 計38

.9%

注 ご各 セ ル の数 字 は、 上 段 が85年 、 下 段 が95年 の値 。左 か ら行%、 条 件 つ きオ ッズ 、85年 を 分 母 と した オ ッズ比(対 数)。

期 待 度 数が5未 満 の セ ル は な し。

85年n=2524b廼=281.70(p<.001)Cramer'sV=.193(p〈.001)

9与年n=3346。Zも=181.45(p〈.001)Cramer'sV=.134(p<.001)

歳
未
満
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
農

林
は
も
と
も
と
少
数
で
あ
る
が
、
入
五
年

.

の
六

.
六
%
に
た
い
七
九
五
年
で
は
三

・
六
%
と
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
産
業

構
造
が
よ
り
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
化
し
、
よ
り
高
度
な
専
門
的
知
識
を
求
め
る
よ

う
に
な

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
だ
。

つ
ぎ
に
妻
の
従
業
上
の
地
位
に
注
目
す
る
と
、
二
時
点
に
お
い
て
最
も
比
率

が
高
い
の
は
無
職
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
五
年
で
は
四
四

・
○
%
、
九
五
年

で

は
三
入
.・
九
%
で
あ
り
、
五
%
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

一
方
、
フ
ル
タ
イ
ム

の

比
率
は
八
五
年
の

一
九

・
○
%
に
対
し
、
九
五
年
で
は
二
=
丁

三
%
と
五
%
程

度
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
比
率
も
八
五
年
が

一
八

・
八
%
、

九
五
年
が
;

二
・
○
%
と
五
%
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
自
営

・、家
族
従
業
者
は
、

八
五
年
が

}
八

・
二
%
、
九
五
年
が

.一
五

・
八
%
で
あ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
専
業
主
婦
と
自
営
業
主

・
家
族
従
業
者
が
減

少
し
、
家
庭
外
で
働
く
女
性
が
増
え
た
と
い
え
る
。

妻
と
夫
の
社
会
経
済
的
地
位

の
欄
連

ま
ず

ノ
値
を
み
る
と
入
五
年
が
二

八

一
・
七
〇
、
九
五
年
で
は

一
入

一
・
四
五
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
○

・
一
%
水

準
で
有
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夫
婦
の
地
位
に
関
連
が
あ
る
と
わ
か
る
。

つ
い

で
関
連
の
強
さ
を
し
め
す
O
蠢
§
興
の

V
の
値
を
み
る
と
、
八
五
年
は
○

・
一
、

九
三
で
あ
る
の
に
対
し
、
九
五
年
は
○

・
=
二
四
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
ど

し
て
は
八
五
年
の
ほ
う
が
夫
婦
の
職
業
的
地
位
の
関
連
が
強
い
と
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
夫
婦
の
地
位
の
関
連
が
ど

の
よ
う
な
関
連
で
あ
り
、
二
時
点
で
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
、
条
件

つ
き
オ
ッ
ズ
、
オ

ッ
ズ
比
(、〉を
も
と
に
検
討

す
る
。

-

八
五
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
世
帯
収
入
格
差
が
増
加
し
、、
夫
婦
の
収
入
の

既婚女性の就業と世帯収入格差の趨勢 ・145
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関
連
が
高
く
な

っ
た
事
実
と
夫
婦

の
職
業
的
地
位
と
の
関
連
を
仮
説
の
形
で
整

理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

つ
ぎ
の
三

つ
の
前
提
を
お
く
。

前
提
1

(夫
の
)
学
歴
が
高
い
ほ
ど
、
職
業
的
地
位
が
高
い
。

前
提
2

(夫
の
)
.職
業
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
、
収
入
が
多
い
。
・

前
提
3

妻
と
夫

の
社
会
経
済
的
地
位
に
は
、
正
の
関
連
が
あ
る

(結
婚
に

ょ
る
階
層
結
合
)。

前
提
1
と
2
に
つ
い
て
は
、
人
的
資
本
論
や
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
理
論
な
ど
、
ど

.
の
よ
う
な
理
論
に
依
拠
す
る
に
せ
よ
、

一
般
に
学
歴
と
職
業
的
地
位
と
収
入
の

間
に
は
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
が
多
く
の
研
究
に
よ

っ
て
確
認
ざ
れ
て
い
る
。

,
前
提
3
に
つ
い
て
は
、
学
歴
、
.初
職
、
出
身
家
庭
の
属
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
指

、
標
が
あ
る
が
、
妻
と
夫
の
社
会
経
済
的
地
位
に
は
類
似
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る

(安
田
三
郎

一
九
七

二

渡
辺
秀
樹

・
近
藤
博
之

一
九
九
〇
"
志

田
基
与
師

・
盛
山
和
夫

・
渡
辺
秀
樹

二
〇
〇
〇
ほ
か
)。

こ
れ
ら
の
前
提
か
ら
は
夫
の
職
業
的
地
位
が
高

い
ほ
ど
、
妻
の
職
業
的
地
位

や
収
入
も
高

い
と

い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。
し
か
し
、
表
2
の
行
%
や
条
件
つ

き
オ

ッ
ズ

の
検
討
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
実
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
な
ぜ
、

推
論
通
り
に
な
ら
な

い
の
か
は
、
労
働
市
場
の
構
造
、
社
会
政
策
、
差
別
の
存

在
、
賃
金
制
度
、
女
性
自
身
の
学
歴

や
意
識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
夫

(世
帯
)
の
収
入
が
高
い
ほ
ど
妻
の
就
業
率

、

は
低
い
と
い
う
事
実
は

「ダ
グ
ラ
ス
ー1
有
沢
の
法
則
」
へ、ど

し
て
知
ら
れ
て
き

た
。本

稿
に
お
い
て
も
、
夫
が
専
門

・
管
理
職
で
あ
る
行
か
ら
条
件

つ
き
オ

ッ
ズ

を
み
て
い
く
と
、
農
業
を
の
ぞ
く
ど

の
職
業
に
お
い
て
も
無
職
と
の
結
び

つ
き

が
強

い
。
し
か
し
、
夫
の
職
業
的
地
位
が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
、
妻
が
専
業
主

婦
で
あ
る
傾
向
も
低
下
す
る
。
つ
ま
り
、
「ダ
グ
ラ
ス
ー1
有
沢
の
法
則
」
は
依
然

と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
傾
呵
は
二
時
点
に
共
通
す
る
。

だ
が
、
4

・
1
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
夫
婦
の
収
入
の
髑
連
が
強
ま
り
、

世
帯
間
の
収
入
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
プ

ロ
セ

.
ス
が
進
行
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。

仮
説
2
1
1

職
業
的
地
位
の
高
い
夫
を
も
つ
妻
が
、
働
く
よ
う
に
な
る
。

仮
説
2
1
2

職
業
的
地
位
の
低
い
夫
を
持
つ
妻
が
、
働
か
な
い
よ
う
に
な
る
。

仮
説
2
1
3

仮
説
2
1
1
と
2
i
2
の
プ
ロ
セ
ス
が
同
時
に
進
行
す
る
。

こ
れ
ら
の
仮
説
を
検
討
す
る
た
め
に
、
入
五
年
の
条
件

つ
き
オ

ッ
ズ
を
分
母
、

九
五
年
の
条
件

つ
き
オ
ッ
ズ
を
分
子
と
し
た
オ

ッ
ズ
比

・(の
対
数
)
を
も
と
め

た
。
表
2
を
み
る
と
、
農
業
以
外
の
す
べ
て
の
職
業
に
お
い
て
、
妻
が
無
職
で

あ
る
オ
ッ
ズ
比
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
る
こ
と
か
ら
、
専
業
主
婦
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も

っ
と
も
減
少
傾
向
が
目
立
つ
の
は
専
門

・
管
理
職
の

妻
、
つ
い
で
事
務

・
販
売
職
の
妻
、
、熟
練
職
の
妻
と
な

っ
て
い
る
。
か
わ

っ
て

九
五
年
に
お
い
て
増
加
し
た
就
業
形
態
で
あ
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
妻
の

場
合
に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

(○

・
二
二
)
よ
り
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム

(○

・
四

一
)

で
あ

っ
た
。
自
営

・
家
族
従
業
者
は
減
少
し
て
い
る

(1
0

・
一
一
と
ー
○

・

○
入
)。
熟
練
職
の
妻
の
場
合
に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
も
自
営

・

家
族
従
業
者
も
増
加
し
て
い
る
が
、
も

っ
と
も
数
値
が
大
き

い
の
は
フ
ル
タ
イ

ム

(O

・
一
七
)
で
あ
る
。
農
林
業
の
場
合
に
は
、
自
営

・
家
族
従
業
者
が
減

少
し

(ー
○

・
三
六
)、
無
職
、
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
も
に
増
加
し

て
い
る
。
農
林
業
従
事
者
の
場
合
、
自
営

・
家
族
従
業
者
の
オ
ッ
ズ
比
の
減
少
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傾
向
が
大
き
い
と
は
い
え
、
条
件

つ
き
オ

ッ
ズ
を
み
る
と
依
無
と
し
て
自
営

・

家
族
従
業
者
が
多
く
、
ま
た
サ
ン
プ

ル
数
が
少
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
の
職

業
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
考
慮
す
る
と
、
前
述
の
仮
説
2
1

1
～
仮
説
2
1

3
と
結
果
は
少
々
異
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
職
業
に
お
い
て
妻
が
無
職
で
あ
る
傾
.

向
は
低
下
し
て
い
る
が
、
夫
の
職
業
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
、・
専
業
主
婦
の
減
少

傾
向
が
目
立
つ
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
妻
を
中
心
に
、
家
庭
外
就
労
が
進
ん
だ

と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、
格
差
を
拡
大
さ

せ
る
可
能
性
が
よ
り
強
い
フ
ル
タ
イ

マ
ー
と
し
て
の
職
場
進
出
で
は
な
く
、
バ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
の
職
場
進
出
が
主
流
で
あ
る
。
夫
の
職
業
的
地
位
が
高

い
ほ
ど
妻
が
就
業
す
る
傾
向
が
高
い
が
、
こ
れ
は
学
歴
の
高
さ
に
く
わ
え
、
従

来
は
無
職
者
が
多
か

っ
た
た
め
、
就
業
者
が
増
え
る
余
地
が
あ

っ
た
こ
と
も

一

因
で
あ
ろ
う
。

次
節
で
は
、
4

・
2
節
で
明
ら
か
に
な

っ
た
妻
の
就
業
行
動
の
変
化
と
世
帯

の
社
会
経
済
的
地
位
と
の
関
連
、
お
よ
び
そ

の
趨
勢
を
み
る
。

4

・
3

夫
婦
類
型
別
に
み
る
相
対
的
地
位
の
趨
勢

こ
の
節
で
は
、
各
夫
婦
類
型
の
経
済
的
地
位
の
指
標
と
し
て
世
帯
収
入
の
メ

デ
イ
ア
ン
(り
を
用
い
、
各
類
型
の
相
対
的
な
位
置
を
比
較
す
る
。

分
析
は
夫

の
年
齢
別
に
お
こ
な
う
が
、
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第

一
の
理

由
は
、
収
入
は
、一般

に
年
齢
と
正
の
相
閑
が
あ
る
が
、
各
年
齢
層
を
ま
と
め
て

分
析
す
る
と
、
構
成
比
の
大
き
な
サ

ン
プ
ル
の
影
響
、
お
よ
び
人
口
構
成
の
変

化
の
影
響
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
(、
〕。
第
二
の
理
由
は
、
年
齢
も
ま
た
職
業
や

性
別
の
よ
う
に
準
拠
集
団
形
成
の
重
要
な
基
準
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
理
由
に
も
と
つ

い
て
サ
ン
プ
ル
を
わ
け
る
と
、
類
型
分
布
が
偏
る
た
め
、

妻
の
従
業
上
の
地
位
を
無
職
と
有
職
の
二
つ
に
ま
と
め
惹
。
し
た
が

っ
て
、
夫

婦
類
型
は
八
つ
と
な
る
。

さ
て
、
世
帯
収
入
の
比
較
に
あ
た
っ
て
焦
点
と
な
る
の
は
、

つ
ぎ
の
三
点
で

あ
る
。
第

一
に
、
妻
の
就
業
の
有
無

に
よ
る
職
業
内
格
差
は
、
ど
の
年
齢
層
、
・」

ど
の
職
業
で
大
き
い
の
か
。
第
二
に
、
職
業
内
格
差
は
、
こ
の

一
〇
年
間
で
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
第
三
に
、
夫
婦
類
型
別
に
み
る
と
、
ど
の
年
齢
層

の
ど
の
類
型
の
相
対
的
地
位
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
4

・
2
節

の

結
果
に
よ
れ
ば
、
夫
の
職
業
的
地
位
が
高

い
妻
ほ
ど
無
職
で
あ
る
傾
向
が
低
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
専
門

・
管
理
職
世
帯
同
士
の
格
差

(職
業
内
格
差
)
が
大

き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ほ
か
の
類
型
と
比
べ
相
対
的
優
位
性
が
高

く
な
.っ
て
い
る
と
予
想
で
き
る
。
こ
こ
で
職
業
内
格
差
と

い
う

の
は
、
夫
の
職

業
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
内
部
で
、
妻
有
職
世
帯
と
妻
無
職
世
帯
と
を
比
較
す
る

こ
と
で
あ
る
。
類
型
間
格
差
ど
は
夫
の
職
業
が
異
な
る
グ
ル
ー
プ
同
士
も
比
較

の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

表
3
1
1
お
よ
び
表
3
1
2
に
、
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
年
齢
層
別

・
夫
婦

類
型
に
見
た
世
帯
収
入
メ
デ
ィ
ア
ン
を
示
す
。
八
五
年
と
九
五
年

の
そ
れ
ぞ
れ

に
っ
い
て

「全
体
」」
の
行
を
み
る
と
、
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
世
帯
収

入
が
上
昇
す
る
傾
向
を
観
察
で
き
る

(た
と
え
ば
、

一
九
八
五
年

の
妻
無
職
世

帯
に
注
目
す
る
と
、
三
〇
代
は
四
三

一
・
四
万
円
、
四
〇
代
は
五
六
六

・
七
万

円
、
五
〇
代
は
五
九
二

・
○
万
円
で
あ
る
)。
例
外
は
、

一
九
八
五
年
の
五
〇
代

」妻
有
職
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
類
型
の
世
帯
収
入
は
五
四
〇
.
五
万
円
で
あ
り
、

四
〇
代
妻
有
職
世
帯
の
五
七
三

・
○
万
円
を
下
回
る
。
こ
の
傾
向
は
五
〇
代
に
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表3-1年 齢別 ・夫婦類型別にみた世帯収入メデイアン(1985年)

50代40代30代

妻従業上の地位妻従業上の地位 妻従業上の地位

無職 有職無職 有職無職 有職
592.0540.5'566.7573.0431.4525.0

778.6

641.7

468.2

422.2

793.2

615.6

425.0

425.0'

673.1712.5

567.9589.3

414.5508.3

312.5425.0

496.2655.0

435.9538.9

396.6476.3

587.5587.5

全体

夫
の 専門 ・管理

職 事務 ・販売
業 熟練など

農林

注: .n=2148(収 入 比 は 妻 有 聯 世帯 の み)。 年 齢 構 成 は 、20代6.6%(n=142う ち妻 有 職 世 帯n=58)、 「

30代31.2%(n=669う ち妻 有 職 世帯n=308)、40代32.9%(n=706う ち妻 有職 世帯n=438) 、

50代29.3%(n=630う ち妻 有 職 世 帯n=379)。20代 ・農 林 層 は省 略 。 単 位 は万 円d

表3-2年 齢別 ・夫婦類型別にみた世帯収入メディ、アン(1995年)

50代40代30代

妻従業上の地位妻従業上の地位 妻従業上の地位

無職 有職無職 有職無職 有職

857.5853.0724.682L4564.8693.2

1177.3

815.6

771.9

580.0

1126.3

825.0

633.3

750.0

974.5

834.0

686.9

725.0

869.4

702.6

611.4

725.0

』

800.0

635.3

668.8

800.0

656.3

560.9

485。0

450.0

全体

夫
の 専門 ・管理

職 事務 ・販売
業 「熟練など

農林

注:h=2782(収 入 比 は 有 職 世帯 め み)。 年 齢構 成 は 、20代5.1%(nニ143う ち妻 有 職 世帯n=54) 、

30代23.1%(n=643う ち妻 有 職 世 帯h=304)、40代40.5%(n=1127う ち妻 有 職 世帯n=754) 、

50代31.2%(n=869う ち妻 有 職 世 帯n=581)。20代 ・農 林層 は 省 略 。単 位 は 万 円。

 

な
る
と
収
入
が
低
下
す
る
熟
練
層
お
よ
び
農
林
層
の
影
響
を
う
け
て
い
る
よ
う

泥
。つ
づ
い
て
職
業
内
比
較
お
よ
び
各

夫
婦
類
型
間
の
比
較
を
お
こ
な
う
が
、
八

五
年
と
九
五
年

で
は
収
入
水
準
が
異
な
る
た
め
、
絶
対
値
を
比
較
す
る
こ
と
に

は
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
各
調
査
年
次

・
各
年
齢
層
別
に
各
類
型
の
相
対
的

,
な
位
置
関
係
を
求
め
る
.
旦
ハ体
的
な
手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
に
お
い
て
、

年
齢
層
別
に
も
と
め
た
各
夫
婦
類
型
の
世
帯
収
入
メ
デ
ィ
ア
ン
を
、
当
該
年
齢

層
に
含
ま
れ
る
全
サ
ン
プ

ル
の
メ
デ
イ
ア
ン

(計
算
に
は
農
林
を
含
む
。
ま
た
、・

全
サ
ン
プ
ル
を
対
象
に
も
と
ぬ
た

メ
デ
ィ
ア
ン
は
表
中
に
は
示
し
て

い
な
い
)
で
割
り
、
そ
の
対
数
を

と
る
と
い
ヶ
も
の
で
あ
る

(原

.・

盛
山

一
九
九
九
"
二
二
)。
結
果

は
図
1
に
示
す
が
、
値
が
ブ
ラ
ス

「
で
あ
れ
ば
平
均
よ
り
収
入
が
多
い

こ
と
、
値
が

マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば

平
均
よ
り
少
な
い
こ
と
、
ま
た
点

と
点
の
距
離
が
小
さ

い
ほ
ど
収
入

格
差
が
小
さ

い
こ
之
を
意
味
す

る
。ま

ず
」
職
業
内
格
差
を
三
〇
代

.

か
ら
み
る
と
、
入
五
年
に
お
い
て

は
、
ど
の
職
業
で
も
格
差
の
絶
対

値
は
約
○

・
二
と
大
き

い
。
こ
れ

が
九
五
年
に
な
る
と
、
専
門

・
管

理
層
、
事
務

・
販
売
層
と
も
に
縮

小
す
る
。
た
だ
し
、
依
然
と
し
て
.

四
〇

・
五
〇
代
よ
り
は
大
き

い
。
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逆
に
、
熟
練
職
の
格
差
は
絶
対
値
で
約
○

・
三
と
拡
大
す
る
。

四
〇
代
で
は
八
五
年
に
お
け
る
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
i
思
の
職
業
内
格
差
は
ご
く

小
さ

い
。
逆
に
熟
練
職

(ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
)
は
絶
対
値
で
お
よ
そ
二

・
○
と
大

、
き
い
。
こ
れ
が
九
五
年
に
な
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
、
と
く
に
事
務

・
販
売

層
の
職
業
内
格
差
が
拡
大
し
、
熟
練
職
の
格
差
は
縮
小
す
る
。

五
〇
代
に
お

い
て
は
、
八
五
年
と
九
五
年
と
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
職
業
内

格
差
は
小
さ

い
。
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
職
業
内
格
差
は
八
五
年
に
お
い
て
は
絶
対

値
で
○

転
一
と
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
く
ら
べ
て
大
き
く
、
さ
ら
に
九
五
年
に

な
る
と
○

・
二
と
お
よ
そ
二
倍
と
な
る
。

職
業
内
格
差
に
つ
い
て
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
若

い
年
齢
層
ほ
ど
職
業
内

格
差
が
大
き

い
傾
向
が
あ
る
。
と
く

に
三
〇
代
夫
専
門

・
管
理
職
層
の
職
業
内

格
差
が
大
き

い
。
し
か
し
、
妻
の
就
業
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
格
差
は
縮
小

し
て
お
り
、
こ
れ
は
本
節
の
最
初

に
し
め
し
た
予
測
と
は
適
合
し
な
い
。
専

門

・
管
理
職
よ
り
も
む
し
ろ
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
ほ
う
が
、
職
業
内
格
差
が
大
き

い
。
四
〇
.代
の
職
業
内
格
差
は
、
三

〇
代
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
も
の
の
五
〇
代

よ
り
は
大
き

い
。
ま
た
、
八
五
年
に
く
ら
べ
、
九
五
年
で
は
拡
大
す
る
傾
向
が

あ
る

(熟
練
を
除
く
)
。
五
〇
代
は
、
も
と
も
と
職
業
内
格
差
が
小
さ
く
、

一
〇

年
の
間
で
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。

つ
い
で
類
型
間
の
相
対
.的
な
位
置

の
変
化
を
み
よ
う
。
三
〇
代
に
は
二
つ
の

特
徴
が
あ
る
。
第

一
の
特
徴
は
、
ま
ず
夫
専
門

・
管
理
/
妻
有
職
世
帯
お
よ
び

夫
熟
練
/
妻
無
職
世
帯
を
除
く
他
の
類
型
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
夫

の
就
業
年
数
が
異
な
る
た
め
か
、
か
な
ら
ず
し
も
夫
の
職
業
的
地
位
と
世
帯
収

入
が
対
応
し
て
い
な
い
。
九
五
年
の
よ
う
に
、
夫
熟
練
職
世
帯
の
ほ
う
が
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
i
世
帯
よ
り
も
収
入
が
多

い
場
合
が
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
夫
熟

練
/
妻
有
職
世
帯
の
相
対
的
地
位
の
上
昇
で
あ
る
。

四
〇
代
で
は
、
三
〇
代
に
く
ら
べ
八
五

・
九
五
年
と
も
に
職
業
間
の
序
動
が

明
確
で
あ
る
。
類
型
間
の
変
化
を
見
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
/
妻
無
職
世
帯

(点
線
)
の
相
対
的
地
位
の
低
下
と
く
に
夫
事
務

・
販
売
職
/
妻
無
職
世
帯
の
低

下
が
著
し
く
、
夫
熟
練
職
/
妻
無
職
世
帯
の
相
対
的
地
位
が
上
昇
し
て
い
る
。

五
〇
代
を
み
る
と
、
八
五
年

・
九
五
年
と
も
職
業
間
の
序
列
が
明
確
で
あ
る
。

と
く
に
専
門

・
管
理
職
世
帯
は
妻
の
就
業
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
圧
倒
的
に

相
対
的
地
位
が
高
い
。
専
捫

・
管
理
職
の
こ
の
傾
向
は
九
五
年
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
コ
と
こ
ろ
が
、
九
五
年
に
お
い
て
は
事
務

・
販
売
層
の
相
対
的
地
位

が
下
降
し
、
夫
熟
練
/
妻
有
職
世
帯
の
相
対
的
位
置
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
夫

熟
練
/
妻
有
職
世
帯
と
夫
事
務

・
販
売
層
が
近
づ
き

つ
つ
あ
る
。

類
型
間
比
較
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
八
五
年
と
九
五
年

の
各
年
齢
層
に
共

通
ず
る
傾
向
は
、
夫
が
専
門

・
管
理
職
で
あ
る
世
帯
は

(あ
く
ま
で
収
入
面
で

.は
あ
る
が
)
相

対
的
に
有
意
な
地
位
に
あ
る
こ
と
だ
。
だ
が
、
夫
が
専
門

・
管

理
職
で
あ

っ
て
も
、
妻
が
無
職
で
あ
れ
ば
相
対
的
地
位
が
低
下
す
る
傾
向
も
わ

ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
予
想
に
反
し
て
専
門

・
管
理
職
の
妻
の
就
業

・の
増
加
に
よ
っ
て
他
の
類
型
と
の
格
差
が
拡
大
す
る
と
い
う
傾
向
は
明
確
で
は

な
か
っ
た
。
も

っ
と
も
明
確
な
変
化
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

四
〇

・
五
〇

代
の
夫
事
務

・
販
売
/
妻
無
職
世
帯
の
相
対
的
な
位
置
の
低
下
で
あ
る
。
五
〇

代
で
は
夫
事
務

・
販
売
/
妻
有
職
世
帯
も
低
下
し
て
お
り
、
と
も
に
夫
熟
練
/

妻
有
職
世
帯
と
並
び

つ
つ
あ
る
。
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5

考
察

本
稿
で
は
、

一
九
入
五

・
九
五
年
S
S
M
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
夫
婦
の

収
入
の
関
連
と
職
業
的
地
位
の
関
連
、.
お
よ
び
夫
婦
類
型
ご
と
の
世
帯
収
入
の

変
化
を
比
較
し
、
既
婚
女
性
の
経
済
的
役
割
と
社
会
経
済
的
格
差
の
趨
勢
を
検
.

討
し
た
。

主
要
な
知
見
は
つ
ぎ
の
三
点
で
あ

る
。
第

一
に
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
夫
を

持

つ
妻
を
中
心
に
、
家
庭
外
就
労
が
進
ん
だ
。
そ
の
多
く
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー

で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
に
と
も
な

っ
て
女
性
内

の
収
入
格
差
が
拡
大
し
、
夫
婦

間
の
収
入
の
関
連
が
強
く
な

っ
た
。

こ
の
二
つ
の
要
因
の
変
化
が
世
帯
収
入
格

差
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
よ
う
だ
。

第
二
に
、
若
い
世
代

(三
〇
代
)

ほ
ど
妻
の
就
業
の
有
無
に
よ
る
職
業
内
格

差
が
大
き
い
。
こ
の
傾
向
は
八
五
年

か
ら
九
五
年
に
か
け
て
、
四
〇
代
に
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

、
第
三
に
、
世
帯
収
入
に
も
と
つ

い
て
世
帯
の
経
済
的
地
位
を
比
較
す
る
と
、

美
が
専
門

・
管
理
職
で
あ
る
世
帯

の
収
入
は
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
四
〇

・
五

〇
代
に
お
い
て
、
夫
事
務

・
販
売
職
世
帯

(と
く
に
妻
無
職
世
帯
)
の
相
対
的

な
位
置
が
低
下
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ト
分
化
の
兆
し
が
明
確
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

第

一
、
第
二
の
知
見
に
関
連
し
て
、
こ
の

一
〇
年
の
問
に
、
妻
の
就
業
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
中
心

の
限
定
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
世
帯

の
経
済
的
地
位
に
お

よ
ぼ
す
影
響
が
強
く
な

っ
た
と

い
え

る
。
こ
れ
は
、
妻
の
就
業
の
意
味
が
格
差

・

、の
縮
小
か
ら
拡
大

へ
と
変
化
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
た

い
し
山
田
昌

弘

(二
〇
〇

一
)
「は

「妻
の
働
き
方
い
か
ん
に
よ

っ
て
、
夫
の
生
活
の
豊
か
さ

が
大
き
く
変
わ
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
専
業
主
婦

の
歴
史
的
役
割

は
終
わ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
こ
れ
と

同
様
の
変
化
が

一
九
七
〇
年
を
境
に
生
じ
た
と
い
う

(7
肖9×
♂くΦ
一一
一り
㊤O
)。

若

い
世
代
ほ
ど
妻
の
就
業
の
有
無
に
よ
る
格
差
が
大
き
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

は
年
齢
効
果
に
よ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
今
後
生
じ
る
で
あ
ろ
う
日

本
社
会
の
変
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
家
族
構
成
と
格
差
の
関
係
に
つ
い
て
継
続
的

に
研
究
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
既
婚
女
性
の
就
業
が
増
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
需
要
側
の
要
因
と
し
て
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
、
技
術
革
新
に
と
も
な
う

就
業
機
会
の
増
加
、
人
口
構
造
の
変
化
が
、
供
給
側
の
要
因
と
し
て
は
住
宅
ロ

ー
ン
や
子
供
の
教
育
費
な
ど
の
家
計
補
助
、
自
己
実
現
欲
求
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
き
た

(藤
井

一
九
九
五
ほ
か
)。
ま
た
、
高
学
歴
化
に
と
も
な
う
機
会
費
用

の
大
き
さ
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
妻

の
人
的
資
本

の
換
金
率
は
結
婚
市

場
の
み
な
ら
ず
労
働
市
場
で
も
高
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
不
況
に
と
も

な
う
経
済
的
リ
ス
ク
の
増
大
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
結
婚
生
活
に
お
け
る
妻

の
魅
力
の
ひ
と

つ
と
し
て
経
済
的
要
因
を
重
視
す
る
方
向

へ
と
家
族
を
変
化
さ

せ
、
妻
の
就
業
を
促
す
だ
ろ
う

(ぐ『
ず
一けΦ
鋤
P
α
男
O
αq
Φ「
ω
卜O
OO
O
)。
結
婚
生
活
そ

の
も
の
も

一
生
続
く
確
率
が
低
下
し
て
い
る

(厚
生
省
の

「人
口
動
態
統
計
特

殊
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
七
年
の
有
配
偶
人
ロ
千
人
に
対
す
る
離
婚
率
は
、

戦
後
最
低
で
あ
る
昭
和
四
〇
年
と
く
ら
べ
約
四

・
六
倍
と
な

っ
て
い
惹
)。
リ
ス

ク
対
策
と
し
て
の
既
婚
女
性

の
就
業
は
ま
ず
ま
す
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

専
業
主
婦
は
、
ご
く

一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
層
の
特
権
で
あ
る
と

い
う
場
合
と
、
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産
業
構
造
や
家
族
構
造
の
変
化
に
よ
り
働
き
た
く
て
も
機
会
に
恵
ま
れ
な

い
場

合
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
の
知
見
に
関
連
し
て
、
な
ぜ

、
、四
〇

・
五
〇
代
に
お
い
て
事
務

・
販
売

層
の
相
対
的
な
地
位
が
低
下
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
高
山
与
志
子

(二
〇
〇

一
)

が
述
べ
る
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
参
考

に
す
る
と
、
(
一
)
情
報
化
の
進
展
に
よ

っ

て
情
報
機
器
を
使

い
こ
な
す
高

い
ス
キ
ル
を
持

っ
た
事
務
労
働
者

(と
く
に
大

卒
者
)
の
需
要
が
高
ま

っ
た
結
果
、
中
高
年
労
働
力
が
若
年
労
働
力
に
よ

っ
て

代
替
さ
れ
た
可
能
性
、
(二
)
会
社
組
織
の
効
率
化
に
よ
り
中
間
管
理
職
が
削
減

さ
れ
た
可
能
性
、

(三
)
電
子
商
取
引
の
増
加
に
よ
り
販
売
店
員
の
需
要
が
低
下

し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
要
因
に
よ
り
、
中
高
年
事
務

・
販
売

層
の
収
入
水
準
が
低
下
し
た
と
予
測
で
き
る
。
(三
)
の
要
因
は
、

一
方
で
、
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
高

い
技
能
を
持

っ
た
労
働
者
の
需
要
を
増
加
さ
せ
る
。
こ

れ
が
、
表
2
で
み
た
よ
う
な
専
門

・
管
理
職
の
増
加
に
つ
な
が

っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
高
山
は

(
一
)
か
ら
.
(三
M

の
要
因
は
労
働
者
間
の
収
入
格
差
を
拡
大

さ
せ
る
要
因
だ
と
指
摘
す
る
。

こ
の

一
〇
年
間
に
生
じ
た
事
務

・
販
売
職
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下
は
、
第

一
に
、
専
門

・
管
理
職
世
帯
と
の
格
差
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
…

内
部
の
分
化
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は

「勝
ち
組
」
「負
け
組
」
と
い
う
言
葉

の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
も
整
合
す
る
。
第

二
に
、

一
〇
年
前
の
事
務

・
販
売
層
と
比

べ
て
の
低
下
を
も
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
年
上
の
世
代
の
よ
う
な
生
活
水
準
の

維
持
、
生
き
方
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
生
き
方
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
み
こ
と
は
、
社
会
的
剥
奪
経
験
や
混
乱
を
も
た
ら
し
、
個
人
の
デ
ィ
ス

ト
レ
ス
の
増
大
、
不
公
平
感
や
世
代
間
の
葛
藤
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。
不
況

下
で
増
え

つ
つ
あ
る
中
高
年
の
自
殺
や
欝
は
、
そ
の

一
端
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
四
〇

・
五
〇
代
は
子
供
の
教
育
に
費
用
が
か
か
る
時
期

で
も
あ
る
が
、
子
供
の
教
育
機
会

へ
の
影
響
を
通
じ
た
再
生
産

へ
の
影
響
も
無

視
で
き
な
い
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
二
つ
述
べ
た
い
。

一
つ
目
の
課
題
は
、
よ
り
妥
当

性
の
あ
る
モ
デ
ル
の
構
築
で
あ
る
。
本
稿
で
な
、
格
差
拡
大
の
重
要
な
要
因
だ

と
指
摘
さ
れ
た
未
婚
者
や
高
齢
者
は
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
来
経

済
的
格
差
は
単
な
る
収
入
の
違

い
の
み
な
ら
ず
、
世
帯
人
数
の
多
さ
や
病
人
の

存
在
な
ど

ニ
ー
ド
と
の
関
連

で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る

(O
o
≦
Φ
=

一ΦΦ
0
)。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
七
、
よ
り

一
般
的
な
対
象
、
よ
り
適
切
な
指
標
や

手
法
を
用
い
て
格
差
生
成
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
開
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
第
二
の
課
題
は
社
会
経
済
的
格
差
の
心
理
的
影
響
を
明
ら
か
に
す
み
こ

と
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
の
枠
組
み
の
特
色
は
、
夫
が
同
む
職
業
に
属

す
る
家
族
を
準
拠
集
団
と
し
て
位
置
づ
け
、
相
対
的
剥
奪
を
考
慮
し
つ
つ
、
結

婚

・
出
産
や
女
性
の
就
業
を
論
じ
た
こ
と
に
あ
る
α
階
層
論
に
お
い
て
は
、
不

、公
平
感
や
信
頼
感
な
ど
の
意
識
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
準
拠
集
団

(夫
婦
類
型
)
と
.い
う
視
角
の
意
義
が
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

【付
記
】
デ
し
タ
の
使

用
に
あ

た
り

、一
一
九

九
五
年

S
S
M
調
査
研
究
会

の
許

可
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感

謝

い
だ

し
ま
す
。
:
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注
(1
)

こ
の
分
類
は
妻
と
夫

の
社

会
経
済
的

地
位

を
同
時

に
考
慮
す

る
こ
と

に
よ

つ

.

.
て
、

七
〇
年
代
以
前

の
階
層

・
階
級
論

が
男
性
世
帯

王
の
地
位

で
女
性

や
家

族

の
地

位
を
測
定
し

て
き

た

こ
七

か

ら
生

じ
る
問
題
を
解
決
ず

6
も

の
と

し

て
ピ
ー
ス
や
ブ
リ

テ
ン
が
提
唱
し
た
、
.夫
婦

組
み
合
わ
せ
分
類

の
流
れ

に
位

置
づ
け
ら
れ
る

(}肖①
口
け7
⇔
昌
匹
切
「
一冖冖Φ
昌
一
り
鎚

)。

(2
)
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー

の
枠
組

み
を

日
本

に
適
用
す

る
こ
と

の
有
効
性

で
あ

る

が
、

ア
メ
リ
カ
の
雇
用
女
子
労
働

力
率
と

日
本

の
有

配
偶

女
子
労
働
力
率
を

比
較

し
た
大

沢
真
知
子

(
一
九
九
三
"
六
)

は
、

ア
メ
リ
カ

の

一
九

二
〇
年
か
.

ら
六

〇
年
初

め
に
か
け

て
の
変
化
と

日
本

の

一
九
六

〇
年
代

か
ら
九
〇
年
代

に
か
け

て
の
変
化

の
共
通
性
を
指
摘

し
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
.日
本
で
は

自
営

・
家
族
従
業
者

が
多

い
も

の
の
、
七
〇

・
八

○
年
代

の
ア
メ
リ
カ
で
用

い
ら

れ
た
枠
組

み
を

八
○

・
九

〇
年
代

の
日
本
に
適
用
す

る
意
義

は
あ

る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
牛
島
千
尋
(
一
九
九

五
)は
階
級
論

に
依
拠
し
て

い
る
が
、
夫
婦
類
型

に
も
と

づ
き

、
八

○
年
代

の
東
京
圏
を
対
象

に
収

入
格
差

・
資
産
格
差

の
分

析
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

(3
)
調
査

の
詳
細

は
直
井
優

・
盛
山
和
夫

(
一
九
九

〇
)、
『
一
九
九
五
年
S
S
M
調

査

コ
ー
ド

・
ブ

ッ
ク
』

(
一
九
九
六
)
、
原
純
輔

(二
〇
〇
〇
)
な
ど
を
参
照
。

(4
)
.以
後

の
分
析

に
は
、
ω
勺
o。
もり
く
興
一
ρ
ρ
凹
を
用

い
た
。

(5
)
九

五
年
調
査

で
は
S
S
M
職
業
大
分

類
0
管
理
職

コ
ー
ド

の
基
準

が
若
干
厳

し
《
な

っ
て

い
る
が
、

八
五
年

の
基
準
を
採
用

し
た
(詳
細
は

『
コ
ー
ド

・
ブ

ッ
ク
』
ロ
.
=

四
)。

(
6
)
妻
を

、

職
業

の
内
容

で
は

を
ぐ

、
従
業

上

の
地
位

で
分
類

し
た

の
は
、
専

門

・
管

理
職
や
熟
練
職

に
従
事

す
る
女
性

の
割

合
が
少
な

い
た
め
、
各
類
型

.
に
占

め
る
矢
婦

数

の
ば

ら

つ
き

が
大
き
く

な
る
と
判
断

し
た
た

め
で
あ
る
。

オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー

の
類
型
と

の
相
違
は
、
自
営

・
家
族
従
業
者
が
多

い
日

本
の
事
情
を
考
慮
し

て
、
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
独
立
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

(7
)
変
動
係
数
と
は
標
準
偏
差
を

平
均
で
割
る

こ
と

に
よ

っ
て
近
似
的

に
標
準
化

し

た

値

で
あ

り

、

平

均

も

分

散

も

異

な

る

分

布
.の
比

較

に

役

立

つ

(bd
O
7
同
口
の
冖①
ユ
け
ゆ
昌
住
困(
5
0
評
Φ
一
〇
Qo
oo
四
一
〇
Φ
O
一
刈
㎝
)
。

(8
)
条
件

つ
き
オ

ッ
ズ
と
は
、
「
あ
る
変
数

の
特
定

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
起
こ
り
や
す

さ

を

、
そ

の
変
数

の
残
り

の
カ

テ
ゴ

リ
ー
に
対
し

て
比

べ
た

も

の
」

で
あ
り

、

「そ

の
比
較
を
第
二
変
数
の
と
る
値

が
特
定

の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
も

の
に

つ
い
て

お

こ
な

っ
た

も

の
」

で
あ

る

(bd
o
ぼ

5
ω
8
象

髯

α
困
p
o
冨

一
り
◎。
o。
門
一
㊤
O
O
…

b。
謡

)
。
た
と
え
ば
、

一
九

八
五
年

に
お

い
て
、
夫
が
専

門

・
管

理
職

で
あ

る

夫
婦

五
八
○
組

の
う

ち
、
妻

が
無

職

で
あ

る

の
は

三

一
五
組

で
あ

る
場
合
、

条
件

つ
き

オ

ッ
ズ

は
Q。
届

＼
(㎝
Q。
O
-ω
辰
)11
一
・一
〇
と

な
る
。

オ

ッ
ズ

(比

)
は
、

値
が

一
・
○

の
と
き

関
連

が
な

い
こ
と
を
示

し
、

一
か
ら
乖
離
す

る
ほ
ど
関

連
が
強

い
こ
と
を
示
す
。

し
か
し
、

一
・
○
に
関
し

て
非
対
称

で
あ

る
。
-そ

こ
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
対
数
を
と

る
。
対
数
を
と

つ
た
場
合

に
は
○
が
無
関
連
を
あ

ら
わ
す
(幻
o
旨

o
冠
の
一㊤
ミ

ほ
か
)。

(9
)

「
ダ
グ
ラ

ス
ー1
有
沢

の
法
則
」
と

は
、
①

世
帯

王
の
労
働

供
給
は
賃
金

に
た

い
し
て
非

弾
力

的
で
あ
る
、
②
世
帯
主

収
入
が
多

い
ほ
ど
世

帯
員
が
働
き

に

で
る
割
合

は
低

い
、
③

世
帯
主
収
入
を

}
定

と
す
れ
ば

、
世
帯

員
賃
金
が
高

い
ほ
ど
世
帯
員

の
労
働
供
給
は
増
え
る
傾
向
が
あ
る

θ

o
⊆
oQ
冨
の
一
り
ω
会

有

沢

}
九
五
五
)
で
あ

る
。

(10
)

メ
デ
ィ
ア
ン
を
用

い
る
理
由
は
、
同
質

の
類
型

に
分
類
し

て
も
存
在

し
う

る

,

外
れ
値

の
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
で
あ

る
。

(
11
)
サ

ン
プ

ル
の
年
齢
構
成

は
、
表

3
1

1
お

よ
び
表

3
-

2

の
注

に
示

し
た
。

こ
こ
か
ち
わ
か

る
ま
う

に
、
二
〇
代
は
少
数

で
あ

る
た
め
、
お
も

に
三
〇

～

五
〇
代

の
非
農
林
漁
業
従
事
者

に
焦
点
を
あ

て
て
分
析
を
す
す

め
る
。

152

 

-

'



〆

参

考

文

献

有

沢

広

巳

、

一
九

五

六

、
h
賃

金

構

造

と

経

済

構

造

」
、

中

山

伊

知

郎

編

『賃

金

構

造

基

本

調

査

』
、

東

洋

経

済

新

報

社

、

四

〇

-五
七

●

しd
o
ξ

口
。。
8
響

ρ

≦

'
9
巳

P

国
コ
o
貯
ρ
一
Φ
Q。o。
b

欝

駐

欝

ω
誉
、
的
8

逗

b
ミ
鋤
》
富

言

詠

(b。
5
ユ

Φ
象

江
o
コ
)讐一
冨
ω
o
P
Hい
…
閃
.円

勹
Φ
9。
8

0
貯
℃
⊆
σ
一δ
置
臼

(海

野

道

郎

・
中
村

隆

監

訳

、

一
九

九

〇

、

『
社
会

統

計

学

』
、

ハ
ー

ベ

ス
ト

社

)

O
o
≦
①
=
均

蕁

口
評

冫

レ
Φ
8

旧
ζ

$

ω
⊆
ニ
コ
oQ
言

8

轟

一帥只
b。
コ
Ω

①
e
"ピ
o
巳

o
巨

牢

魯

二
8

顛

一一≧

霞
〈
①
ω
け曾

斈

8

畠
7
Φ
鉢

d
o
轟

一9・
ω
℃
国
国
。し
㊤
ω
♪
肆

Φ
暮
Φ
o
疉

亀

壽

熄

ρ
冥
①
≦
団
o
蒔

"
ζ
畧

巨

一冨
口
(辻
村
江
太

」

郎

.
績
幸
子
訳

、
二
〇
〇
〇
、

『賃
金

の
理
論
』
、
日
本
労
働
研
究
機
構
Y

藤
井

治
枝

、

一」
九
九
五
、

『
日
本
型
企
業
社
会

と
女

性
労
働

冖
職
業
と
家
庭

の
両
立
を
め

ざ
し

て
』
、

V・、ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
.

原
純
輔

.盛

山
和
夫
、

一
九
九

九
、
『
社
会
階
層

豊
か

さ
の
な
か

の
不
平
等
』
、
東
京
大

学
出
版
会
.

原
純
輔
編

、
二
〇
〇

〇
、

『
日
本
の
階
層
シ

ス
テ
ム
ー

近
代
化
と
社
会

階
層
』
、
東

京
大

・
学
出
版
会
・

出
Φ
讐
厂
〉
暮
ぎ

昌

⇔
巳

bJ
葺

け
①
P

一
り
巽
℃
.零

o
ヨ
窪

.巴

o
σ
ω
、U
o
ζ
勢
Φ
9
0
一評

月
穹

8
"

〉
濯

号

8

0
&

爵
。
6

①
㌦、
⑦
8
丶。
丶曼

一器

)"
ミ

b。
-お
ρ

石
川
経
失

、

}
九

九

一
、
『
所
得
と
官
昌
、

岩
波
書
店

今

田
幸

子
、.
一
九
九
〇
、
「
地
位

達
成

過
程

ー

閉
ざ

さ
れ
た
階
層
空
間
」
岡
本
英
雄

・
直

井
道

子
編

『
現
代
日
本

の
階
層
構
造
④
』
、

東
京
大
学
出
版
会
、
三
九
⊥
ハ
ニ
.

鎌

田
と
し
子

、
二

〇
〇
〇
、

「
『家

族

の
所
得
構
造
』

顕
型

に
よ

る
分
析

か
ら
見
え

て
く

る
も

の
i

階
級

・
階
層

研
究

の
指
標

と
し

て
⊥

、

『社
会
論
集
』

(関
東
学
院
大
学

社
会
学
部
)
六
、
三

7
五

二
・

鹿
又
伸
夫
、

二
〇
〇

「
、

『機
会
と
結
果

の
不
平
等

』
、
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
.

厚
生
省
、

二
〇
〇

一
、
「
『離
婚

に
関
す

る
統
計

"

人

口
動
態
統
計
特
殊
報
告
』
、
厚
生
省

大
臣
官
房
統
計
情
報
部
・

卜
1

、
二
〇
〇

一
、

『平
成
八
年

所
得
再
分
配
調
査
』

(す
9

"＼
＼
耋

ド
喜

ぎ

。q
ρ
冒
＼
8

鼻

Φ
§

。。
逡

Q
8

巨

ー
ミ

℃b。
O
O
=

b。
.8

)

松
浦
克
己

。
滋
野
由
紀
子
、

一
九
九
六
、
『汝
性

の
就
業
と
富

の
分
配

"
家
計

の
経
済
学
』
、

日
本
評
論
社
'

ζ
翁。
×
≦
①
一r
Z
自・
昌

厂

一
8
ρ

、6
冨

口
oq
一轟

「
Φ
∋
巴
Φ
訂

σ
o
『
「
o
畦
8

説

註

o
ぢ
巴

8

同島

話

g
Φ
。・
。
=

g

§

①
H器

@
琶

茸

9
巳

U
【の
冖二
ぴ
呂

。
p
ザ、.
⑦
。
6電

ま

§

ρ

①
り
⑤
)"
一bδ
㎝
一
-一
ま
①
・

、
三
谷
直
紀

、

「
九
九
六

、
「
均
等
法

施
行
後

の
女
牲
雇
用
」
、

『
日
本
労

働
研
究
雑

誌
』
、

四
三
三
号
、
二
四
⊥
二
六
.

村

上
あ
か
ね
、

二

〇
〇

一
A
「
九

〇
年

代

に
お
け
る
既
婚

女
性

の
就
業
と
収

入
格
差

」
、

『
ソ
シ
オ

ロ
ジ
』

一
四
二
号
、
三
七

-五
五
●

ヒ

直
井
優

・
盛
山
和
夫
編
、

一
九
九
〇
、
『
現
代
日
本

の
階
層
構
造
①

社
会
階
層

の
構
造
と

過
程
』
、
東
京
大
学
出
版
会

●

落
合
恵
美

子
、

一
九
九
七
、
『
二

「
世
紀
家
族

へ
[新
版

冒
、
有
斐
閣
●

大
竹
文
雄
、

二
〇
〇

〇
、

「九
〇
年
代

の
収
入
格
差
」
、

「
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』

四
八

O

号
、
二
⊥

一♂

大
沢
真
知
子
、

一
九
九
三
、
『経
済
変
化
之
女
子
労
働

"
日
米

の
比
較

研
究
』

"
日
本
経
済

評
論
社

.

○
ロ
§

『
Φ
§

吋
≧

尸

§

8

、.雷

①
ω
a

。
δ
黷

。
耄

§

Φ
。
・ω
国
§

置

島

。
互

コ

島
Φ
.諢

∋
ξ

鳩..>
o・
聟

b。
…
ω
。。
刈
ム
8

.

.

1

矯
一
り
。。
b。
".譯

鱒

聖

魁
貯

隷

臼
§

2
ポ
で

く
。
箭

〉
$
α
①
量

。
甲

8
ρ

幻
①
旨

。
一量

=
B

一
⑩
§

譯

Φ
》
旨
山
言

駐

ミ

9

8
⑦
-Q
題
恥ミ
。
程

。
暈

Z
霎

ぎ

登

閃
「①
Φ
勹
N①
器
・

佐
藤
俊
樹
、
二
σ
○
○
、

『不
平
等

社
会

日
本
』
、
中
央
公
論
新

社
`

盛
山
和
夫
、
二
〇
〇

一
、
「
所
得

格
差
を
ど
う
問
題

に
す
る
か
」
、
『季

刊
家
計
経
済
研
究
』

五

一
、

「
七
-
二
三
●

志

田
基
与
師

.
盛

山
和
矢

・
渡
辺
秀
樹

、
二
〇

〇
〇
、

「結

婚
市
場

の
変
容
」
、
盛
山

和

、

153一..一既婚女性の就業と世帯収入格差の趨勢



夫
編

『
日
本

の
階

層
シ
ス
テ
ム
4

ジ

ェ
ン
ダ

ー

・
市
場

・
家
族
』
、
東
京
大
学
出
版

会
、

一
五
九
-
一
七
六
.

橘
木
俊
詔
、

一
九
九
八
、

『
日
本

の
経
済
格
差
』
、
岩
波
書
店

・

高
山
与
志
子
、

二
〇
〇

一
、

『レ
イ

バ
ー

・
デ
バ
イ
ド
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
●

牛
島
千
尋
、

一
九
九
五
、

『ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
社
会
階
級
』
、
恒
星
社
厚
生
閣
●

渡
辺
秀

樹

.
近
藤
博

之
、

一
九
九

〇
、

「結
婚

と
階
層
結
合
」
、
岡
本
英
雄

・
直
井
道

子

編

『現
代

日
本

の
階
層
構
造
④

女
性
と
社
会
階

層
』
、
.東
大
出
版
会
、

一
一
九
⊥

四
六
'

≦
臣
8
ト
旨

昌

p
巳

Qo
け9。
畠

一
・
幻
o
oQ
興
P

b。
8

ρ

甫

0
8

0
島

o
Ω
同
窪

ヨ
。。
β
g

①
ω
譽

α

守

巨

ξ

O
畧
8

ヨ
Φ
軌
〉
幻
Φ
<
δ
壽

o
P
冨

一
8
0
ω
㌦
.
冒

窺
§

亀

ミ
ミ
餌
ヨ

冨
題

鋤
ミ

・
き
Φ
隷

臼
丶望

①
b。
(心
)"
一8

0
-一
8

一
・

安

田
三
郎
、

一
九
七

一
、
「
女
性

の
社
会

移
動
」
、

『
社
会
移
動

の
研
究
』
、
東
京
大
学
出

版
会
、

二
二
三
-
二
四

五
.

山

田
昌
弘
、

二
〇
〇

}
、

『家
族
と

い
う
リ

ス
ク
』
、
勁

弾呈
青
房

・

一
九
九

五
年

S
S
M
調
査
研

究
会

、
」
九
九

五
、

『S
S

M
産
業
分
類

・
職
業
分
類

(九

五
年
版
)
』
、

一
九
九
五
年

S
S

M
調
査
研
究
会

。

1

、

一
九
九

六
、

『
一
九
九

五
年

S
S
M
調
査

コ
ー
ド

・
ブ

ッ
ク
』
、

}
九
九
五
年

S

S

M
調
査
研
究
会
・

、

154



       Trends in Labor Force Participation of Married Women and 

               Income Disparity between Households 

                            MURAKAMI Akane 

           The aim of this paper is to examine the changes in the socioeconomic contributions of married 

        women and the income differentials between households by exploring the data from the 1985 and the 

        1995 Social Stratification and Social Mobility (SSM) Survey. We compared the median income for 

        households among different family types. 

           The findings are as follows: (1) Prior to 1990, equalizing effects stem from relatively high 

          participation. rates of women who are married to low-earning men. After 1990, however, married 

         women working outside the home have gradually increased in number, especially wives with white-

        collar husbands; (2) The income differential between households with working wives and households 

         with non-working wives is bigger in younger generations than that of the income differential in older 

        generations. Although income differentials in older generations are gradually increasing; (3) 
         Households with professional or managerial husbands consistently have had an advantage in income 

         over other family types. 

           These findings suggest that the socioeconomic role that married women play has changed from one 

         of equalizing disparity to one of increasing disparity. These results are due to changes that have 

         enhanced the similarities between wives and husbands, and to women's education and income having 

        become regarded as important in the marriage market. There is the possibility of there being fluidity of 

        sexual division of labor within families. Hence, a continued increase in participation of married women 

         in the labor force may increase income inequality between households. 
           Furthermore, a notable feature is the relative decline of income in households with husbands in 

        older generations doing clerical or sales work. This accompanies the expansion of the gap in white-

        collar families and the generation gap in families with husbands in the clerical or sales fields. This may 
         cause an increase in unfairness and conflict. 

       Key Words 

           income disparity, married women's labor force participation, family types , 
           differential within white-collar, odds ratio
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